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研究成果の概要（和文）： 

路面がフラットでありながら，路面材量の違いで進行方向がわかる視覚障害者用誘導帯（フ

ラット型エスコートライン：FEL）の開発を行った。開発された FEL はゴムチップをウレタン系

樹脂で固めた 300 ㎜角のブロックで，既存の舗装用ブロック等と併用ができ，施工性も向上し

た。また，これらのブロックをキャッチブロックとして利用することで，非利用者にとっては

障害になりにくいがキャッチブロックとして機能することが示された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The authors tried to develop Flat Escorting Line, “FEL”, whose surface is flat and 
which shows the visually disabled the direction to move with the difference of the feel 
of road surface materials. The developed FEL is the block 300mm square, made of rubber 
chips and urethane resin. The block can be used with existing pavement blocks. The block 
is effective as “catch blocks” for the visually disabled, rarely be the barrier for 
non-users. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2009 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2010 年度 800,000 240,000 1,040,000 

総 計 3,100,000 930,000 4,030,000 

 

 

研究分野：建築環境工学 

科研費の分科・細目：人間医工学・リハビリテーション科学・福祉工学 

キーワード：ユニバーサルデザイン，視覚障害 

 
１．研究開始当初の背景 

視覚障害者の外出歩行支援設備として視
覚障害者用誘導ブロックの普及が著しいが，
長らく横断歩道（車道部）には誘導ブロック
が付設されてこなかった。これは，誘導ブロ
ックの突起が車両の通行の障害になる，騒音
の発生源になるなどの理由による。結果，視
覚障害者にとっての動線を示す情報が途切
れ，道路横断に非常な危険を伴う例が少なく
なかった。このような事態に対し，横断歩道

上に誘導ブロックのような形状の突起を施
した『エスコートゾーン』が考案されたが，
このエスコートゾーンは従来の誘導ブロッ
ク同様，車両の通行障害，騒音，さらには誘
導帯の非利用者の移動障害を引き起こす可
能性を孕むこととなった。 
道路横断帯に関する研究としては，大倉ら

の一連の研究 1，2）がよく知られ多大な成果を
挙げている。ここで扱われる道路横断帯はや
はり路面に突起を設けたエスコートゾーン
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で，車いす通過時の振動を軽減させようとす
る試みもなされた。 

筆者らは，誰もが利用し易いまちづくり
（ユニバーサルデザイン）をモットーとし，
白杖と足裏の感覚で動線がわかるが路面は
フラットな誘導帯（FEL）の開発研究を行っ
た 3）。この開発研究においては，道路が数㎝
切削されそこにゴムチップ･樹脂等が流し込
まれた誘導帯が考案された。この誘導帯には
十分な誘導性があることが視覚障害者の評
価および物理測定から確認できたが，施工性，
耐久性等に課題を残した。 
 

２．研究の目的 
前述のように，過去の研究における FEL は

施工性，耐久性の問題を抱えていた。このた
め FEL の施工性，耐久性の向上が本研究の目
的の一つである。 

また，過去の研究における被験者（視覚障
害者）から，FEL を横断歩道以外の場所へも
設置する事を望む声や提案が挙げられため，
FEL の応用可能性を探ることが本研究のもう
一つの主たる目的とした。 

応用可能性に関しては，広場，病院等にお
ける利用も検討されたが，車いす利用者から
特に要望の多かったキャッチブロックとし
ての利用可能性についての検討が行われた。
なおキャッチブロックとは周辺のバス停や
公共施設への移動の手掛かりとして歩道上
に設置されている誘導用ブロックの使われ
方のひとつである。キャッチブロックは歩行
者動線に対して垂直かつ歩道の端から端に
かけて配置されることが多いことから，車い
す等の移動障害を引き起こしやすい顕著な
例である。また，「近年ではキャッチブロッ
クの敷設が増えたことで，公共施設の多い地
域を歩行する際，誘導用ブロックがあふれ，
進行方向がかえって分かりづらくなる」との
報告も挙げられ，「キャッチブロックには従
来の誘導ブロック以外のものが利用される
と差別化ができてよい」との指摘もなされた。 
 
３．研究の方法 

今回作成した FEL は，基本的な形態は既往
研究における FEL の形態を継承している。骨
材にゴムチップを用い，ウレタン系バインダ
ーと混合し，タイル状に固めたものである
（図 1）。既存の研究とは異なり，タイル状に
した理由は，施工性の向上を目的としたため，
キャッチブロックとして歩道上での施工を
仮定したためアスファルトに直接施工する
必要がないためである。 

 
紙面の都合上，詳細は割愛するが，まず骨

材，バインダー，各素材の配合等を変えなが
ら数十個のサンプル試作を行った。物性試験
（SB・GB 係数計測による弾性試験，白杖で触

れた際の音響試験，テーバー型摩耗試験機に
よる耐摩耗性試験，高分子系張床材試験方法
による滑り試験）等の結果から表 1に示す仕
様の FEL が施工性，耐久性，認知性の点から
適当であるとは判断された。この FEL および
既存の線状ブロックをキャッチブロックと
して実験コース（図 2）に施工し，被験者（白
杖使用の視覚障害者 10 名）にそれぞれスタ
ート位置や方向を変えながら 8回歩行しても
らい，認知性の評価実験を行った。評価対象
となったキャッチブロックを表 2に示す。な
お認知性の評価は認識率（FEL に気付いた割
合）と白杖・足でのわかりやすさ評価（3 段
階）とした。 

図 1 FEL ブロックの概要 

 
 

図 2 実験コース概要 
 

表 1 FEL ブロックの仕様 
骨材：ゴムチップ（5 ㎜アンダー） 1,800g 

バインダー：ウレタン系 360g 

硬化剤：10.8g 
 

300mm 

300mm

30mm 

ゴムチップ 

＋ウレタン系バインダー 基盤 



 

 

表 2 評価実験で用いられたキャッチブロッ
ク概要 

名称 構成部材 幅(mm) 周辺部材 

F300 イ FEL 300 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

F300 コ FEL 300 ｺﾝｸﾘｰﾄ平板

F600 イ FEL 600 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

F600 コ FEL 600 ｺﾝｸﾘｰﾄ平板

B300 イ 線状ﾌﾞﾛｯｸ 300 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

B300 コ 線状ﾌﾞﾛｯｸ 300 ｺﾝｸﾘｰﾄ平板

B600 イ 線状ﾌﾞﾛｯｸ 600 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

B600 コ 線状ﾌﾞﾛｯｸ 600 ｺﾝｸﾘｰﾄ平板
 

次に先の評価実験の結果を受け，足裏での
認知がしやすくなるように骨材の粒形・粒径
について検討がなされ，再び数種の改良型サ
ンプルが作成された。粒形・粒径を変えたこ
とで，若干，物性値に変化が生じたものの，
ほぼ誤差ともいえる範囲で際立った変化は
生じなかった。しかしながら，数名の被験者
に実際に足で踏んでもらい，その使用感につ
いて意見を挙げてもらった結果，ヒジキ型 1
～5㎜のゴムチップを使用したFELに関して，
「踏み込んだ際に沈む感じから認識ができ
る」との意見が多く挙げられた。SB・GB 係数
測定時とは異なり，強くゆっくりした荷重に
対してヒジキ型ゴムチップを用いた FELは変
位し，この特徴が足での認識のしやすさにつ
ながるものと想像された。 

なお，ここで挙げられた「沈む感じ」につ
いては，SB・GB 係数では表すことのできない
特性であるため，新たな物理指標の検討の必
要があると考える。 

ヒジキ型 1～5 ㎜ゴムチップを用いた FEL
を改良型 FEL1 とすることとした。また，改
良型 FEL1 の基盤に接着するかたちでアルミ
角棒を埋め込んだものを改良型 FEL2 とした
（図 3）。これにより，FEL を踏むことで，沈
む部分と沈まない部分の感触のコントラス
トを生み出し，それにより認識を促すことを
狙いとした。 

この改良型 FEL（1・2）に対しても，先と
同様の物性試験と評価実験がなされた（表 3）。
なお，改良型 FEL の評価実験では，白杖によ
る認知の影響を除きたかったため，被験者に
は視覚障害者を用いず，目隠しをした晴眼者
（コース上に張った紐に伝い歩き）13 名とし
た。 

 
図 3 改良型 FEL2 の概要 

表 3 評価実験で用いられた改良型キャッチ
ブロック概要 

名称 骨材 幅(mm) 備考 

改 F1‐300 ヒジキ型 300  

改 F1‐600 ヒジキ型 300  

改 F2‐600 ヒジキ型 600 アルミ角材挿入

線状ブロックのキャッチブロックは表 2 に同じ 
 
４．研究成果 
物性試験の結果例として FEL（骨材：ゴム

チップ 5 ㎜アンダー）および周辺路面材の
SB・GB 係数測定結果を図 4 に示す。SB 係数
は低いほど衝撃吸収性が高く，GB 係数は高い
ほど反発弾性が高いことを示す。図より，FEL
は周辺路面の硬質素材に比較し特に衝撃吸
収性が高い。また若干ではあるが反発弾性も
高い。このため白杖でタッチもしくはスライ
ドした際の感触が認識しやすい。詳細な結果
はここでは割愛するが，白杖で FEL をタッチ
もしくはスライドした際の音は，周辺路面の
硬質部材に白杖が触れた際の音に比較し，
10kHz 前後の成分が少なく，鈍い籠った音に
聞こえる。このため，聴覚での認知も可能で
あると推測できる。 
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図 4 FEL および周辺路面材の SB・GB 係数 
 
図 5に各キャッチブロックの認知度を示す。

また図 6には，各キャッチブロックの白杖・
足によるわかりやすさ評価の平均値を示す。
図 5をみると，従来型の線状ブロックによる
キャッチブロックの認知度が高いことがわ
かる。一方で，300 ㎜幅の FEL に認知度は 70％
ほどと低い。図 6をみると，やはり凹凸のあ
る従来型の線状ブロックによるキャッチブ
ロックは，足でのわかりやすさ評価が高く，
これを受けて認知度も高くなったものと考
えられる。一方で白杖でのわかりやすさに注
目すると，600 ㎜の FEL が最も評価が高く，
線状ブロックはそれほどわかりやすいとの
評価が得られていない。特にタッチテクニッ
ク（白杖の先を持ち上げて路面を叩くように

基盤 

ヒジキ型ゴムチップ＋ウレタン 

アルミ角棒（基盤と接着され

ているため沈みこまない）

断面図 



 

 

振る歩行方法）を用いている場合には，杖の
先が線状ブロックに点で触れるだけになる
ため，わかりにくいようである。また，300
㎜の FELは白杖がまたいでしまいかつ足で踏
んだ際にも気付きにくいことから，結果的に
認知度が下がったと考えられる。 
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図 5 各キャッチブロックの認知度 
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次に，改良型 FEL についてみていこう。ま
ず，物性試験の結果は，前述の FEL と比較し
て，際立った差はみられなかった。しかしな
がら先述のように，足で踏み込んだ際の感触
は周辺路面の硬質素材とは異なった感触が
あるとの報告が多くの被験者から挙げられ
た。 

改良型 F1‐300 に関しては，やはり幅が狭
いこともあり，FEL をまたいでしまったり，
またがないにしても足のごく一部しか FELに
触れなかったりといったケースが散見され，
認知度は 60％を切る結果となった。改良型
F1‐600 については，先の改良型 F1‐300 よ
りはまたいでしまうケースは少なかった。し
かし，やはり明らかな路面の凹凸がある誘導
用ブロックに比較すると，認知度は低めで，
80％弱にとどまった。 

改良型 F2‐600 については，やはりまたぐ
事例が少ないこと，ゴムチップ部とそれ以外
の個所（アルミ棒もしくは周辺路面）を同時
に踏むことで，路面の質感の違いがより明確
に認知されているようである。結果的に認知
度は 98％に達し，同じ幅の誘導用ブロックに
比較しても遜色のない認知度であった。 
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図 7 改良型 FEL の認知度 
 
本研究で最初に作成された FEL は，キャッ

チブロックに利用された場合，白杖での認知
に関しては，既存の線状ブロックに比較して
認知性が高かった。路面表面がフラットなた
め非利用者の邪魔にはならないが，その分，
足での認知には不向きで，足で認知して誘導
用ブロックを利用することに慣れている人
にとっては，認知が難しいこともある。改良
型 FEL（特に FEL2）については，足での認知
性も向上し，フラットでありながらキャッチ
ブロックとしての機能を備えている。今後，
実用化に向けては，ハイヒールのような履物
に支障がないかの確認が必要となるだろう。
また糖尿病患者にみられる感覚麻痺を伴う
人にとってどれほど有効であるかの検証も
必要であろうと思われる。 
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